
〔１４〕次回の平成２５年第４回定例会は、１１月２７日（水）の開会予定です。
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長
野
県
飯
田
市
を
視
察

　

７
月　

日
と　

日
の
２
日
間
、
長
野

１１

１２

県
飯
田
市
で
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
視
察

を
し
ま
し
た
。

　

飯
田
市
は
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
太
陽
光
、
風
力
、
河

川
の
流
水
な
ど
を
利
用
し
て
得
ら
れ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
で
の
活

用
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
水
力
発
電
は
発
電
効
率
が
約

　

㌫
と
高
く
、
そ
の
発
電
量
は
、
メ
ガ

８０ソ
ー
ラ
ー
に
匹
敵
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

鶴
ヶ
島
市
で
も
、
水
量
の
調
整
な
ど

の
工
夫
で
、
小
規
模
水
力
発
電
は
、
不

可
能
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

武
雄
市
図
書
館
と
大
野 

城
市
総
合
窓
口
を
視
察

　

佐
賀
県
武
雄
市
の
市
立
図
書
館
は
全

国
的
に
有
名
で
、
我
が
会
派
鶴
誠
会
を

含
め
、
１
か
月
で　

団
体
以
上
の
視
察

３０

が
あ
り
ま
す
。

鶴誠会

大空

編
集

　

後
記

　

今
回
の
第
３
回
定
例
会
は
８
月　
２７

日
か
ら
９
月　

日
ま
で
の
日
程
で
行

２０

わ
れ
、
平
成　

年
度
鶴
ヶ
島
市
一
般

２４

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
な
ど
、
重
要
案
件
を
審
議
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
８
人
の
委

員
か
ら
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員

会
を
組
織
し
、　

年
度
の
成
果
や
今

２４

後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
厳
し
く

審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
一
般
質
問
は　

人
の
議
員
が

１６

登
壇
し
、
市
政
に
関
す
る
問
題
点
や

今
後
の
政
策
展
開
な
ど
を
問
い
た
だ

し
、
市
民
か
ら
の
声
を
伝
え
、
発
展

的
な
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
各
議
員
か
ら
積
極
的
な

発
言
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
議
員
一
同
、
市
政
発
展

に
向
け
て
、
日
々
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。　
 

（
内
）

　

武
雄
市
の
職
員
も
、
自
分
た
ち
の
市

が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
胸
を

張
っ
て
誇
れ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

人
口
５
万
人
の
都
市
で
す
が
、
武
雄
市

図
書
館
を
中
心
と
し
て
、
ま
ち
が
活
気

づ
い
て
い
る
の
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　

大
野
城
市
は
人
口
約
９
万
９
０
０
０

人
で
、
面
積
は
鶴
ヶ
島
市
よ
り
少
し
広

い
く
ら
い
で
す
。
市
役
所
内
は
銀
行
の

よ
う
で
あ
り
、
住
民
票
や
納
税
証
明
書

の
購
入
発
券
機
が
あ
り
、
私
た
ち
も
初

め
て
見
る
も
の
で
し
た
。

先
進
事
例
の
視
察
・
研
修

武雄市図書館にて

小規模水力発電が行われる予定の沢

（
議
会
報
編
集
委
員
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平
成　

年
７
月　

日
、
鶴
ヶ
島
消

２５

２６

防
署
で
普
通
救
命
講
習
を
全
議
員
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

鶴
ヶ
島
消
防
署
の
職
員
か
ら
心
肺

蘇
生
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
、
窒
息
の
手
当
、

止
血
の
方
法
な
ど
、
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　

初
め
て
受
講
す
る
議
員
も
、
す
で

に
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
議
員
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
少
し
で
も
役

に
立
ち
た
い
と
、
皆
真
剣
に
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
全
議
員
が
講
習
修

了
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
平
時
の
心

構
え
が
重
要
で
す
。

　
　

年
８
月　

日
、
市
立
杉
下
小
学

２５

２５

校
で「
第　

回
鶴
ヶ
島
市
防
災
訓
練
」

２７

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
も
災
害
対
策
支
援
本
部
と
し

て
全
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

想
定
災
害
の
発
生
と
と
も
に
訓
練

会
場
で
あ
る
杉
下
小
学
校
へ
参
集
。

参
集
途
中
で
遭
遇
し
た
被
災
現
場
の

状
況
を
記
録
し
、
議
員
全
員
が
持
ち

寄
り
、
精
査
し
、
議
員
が
収
集
し
た

情
報
と
し
て
市
災
害
対
策
本
部
長

（
市
長
）
へ
提
供
す
る
、
と
い
う
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
災
害
時
の
議
会
の
役
割

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
を
受
講

防
災
訓
練
に
参
加

こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す

こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す

こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す


